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面に Ni微粒子が形成し，この Ni微粒子が触媒活性発現の理由であることを明らかにした。触媒活性な Ni
微粒子は，973K以下の温度，水蒸気－メタンモル比が 1以下の条件で安定であり，そのため 20 時間以上に
わたって安定な触媒活性を示すことを見出した。以上の結果から，Ni3Alは前処理，反応温度，水蒸気－メ
タンモル比を最適化することにより，メタン水蒸気改質反応に対する触媒として有望であると考察した。
審 査 の 結 果 の 要 旨
　地球温暖化が懸念されている現在，環境に優しいエネルギーとして燃料電池は期待され，その燃料源であ
る水素の製造技術の開発は社会的要請の大きいテーマである。本研究は，Ni3Alがメタン水蒸気改質反応に
対して触媒活性があることを初めて報告した研究である。また，触媒活性発現に有効な前処理法を見出し，
触媒活性発現の原因，安定な触媒活性条件を明らかにしている。先導的，独創的な研究であり，基本的な特
性，メカニズムを明らかにしており，よって著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するもの
と認める。
　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
